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第 3 回 日 吉 津 村 議 会 定 例 会 会 議 録 （第 2 日） 

平成 28 年 9 月 7 日（水曜日） 
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議事日程（第 2 号） 

平成 28 年 9 月 7 日 午前 9 時 00 分開議 

日程第 1  議案第 33 号 平成 28 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計補正予算（第 3 回）につい 

            て 

日程第 2  議案第 34 号 平成 28 年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計補正 

予算（第 1 回）について 

日程第 3  議案第 35 号 平成 28 年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事業特別会計補正予算（第 

2 回）について 

日程第 4  議案第 36 号 平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第 5  議案第 37 号 平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計歳入 

歳出決算の認定について  

日程第 6  議案第 38 号 平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

算の認定について 

日程第 7  議案第 39 号 平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事業特別会計歳入歳出決 

算の認定について             

日程第 8  議案第 40 号 日吉津村教育委員会委員の選任について 

─────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第 1  議案第 33 号 平成 28 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計補正予算（第 3 回）につい 

            て 

日程第 2  議案第 34 号 平成 28 年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計補正 

予算（第 1 回）について 

日程第 3  議案第 35 号 平成 28 年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事業特別会計補正予算（第 

2 回）について 
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日程第 4  議案第 36 号 平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第 5  議案第 37 号 平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計歳入 

歳出決算の認定について  

日程第 6  議案第 38 号 平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

算の認定について 

日程第 7  議案第 39 号 平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事業特別会計歳入歳出決 

算の認定について             

日程第 8  議案第 40 号 日吉津村教育委員会委員の選任について 

─────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

1 番 河 中 博 子         2 番 景 山 重 信 

3 番 松 本 二三子         4 番 加 藤   修 

5 番 三 島 尋 子         6 番 江 田 加 代 

7 番 山 路   有         8 番 井 藤   稔 

9 番 松 田 悦 郎         10 番 橋 井 満 義 

─────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

─────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長                高 森   彰  書記                森 下   瞳 

─────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

村長                石     操  総務課長             高 田 直 人 

住民課長             清 水 香代子  福祉保健課長         小 原 義 人  

建設産業課長         松 嶋 宏 幸    建設産業課参事        益 田 英 則  

教育長               井 田 博 之    教育課長              松 尾 達 志 
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会計管理者            前 田   昇 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前 9時 00分 開議 

○議長（橋井 満義君） みなさんおはようございます。ただいまの出席議員数は 10 名でありま

す。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に

配布のとおりです。 

本日は各議案質疑でございますので、各議員におかれましては、質問の要旨を簡潔明瞭に行っ

ていただきたいと思います。 

それでは本日は日程第 1から日程第 8までの議案第 33号から議案第 40号までの 8議案につい

て順次質疑を行います。 

─────────────・───・───────────── 

日程第 1 議案第 33号  

○議長（橋井 満義君） 日程第 1、議案第 33 号平成 28 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計補正

予算（第 3回）についてを議題といたします。これから質疑を行います。質疑は歳入歳出一括で

行います。 

  質疑はございませんか。 

  はい、加藤議員。 

○議員（4番 加藤 修君） 4番、加藤です。9ページ、13款の委託料予防接種委託料 58万 6,000

円、これは 2歳児までから高校 1年生までの対象者を拡げたというところでありますが、この説

明ともう一つ下の 19 の負担金、がん検診負担金 9 万円、30 代女性乳がん検診の助成ということ

ですが、これの説明をお願いをいたします。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 加藤議員のご質問にお答えいたします。まず、B 型肝炎の予防

接種の件ですけれども、こちらが 10月 1日から定期接種化となります。そしてこれは平成 28年

4 月以降の出生児が対象となります。一人当たり 3 回の接種が必要でして、単価の 7,810 円かけ

る述べの 75 回、58 万 5,750 円の補正をしております。それで先ほど議員ご指摘の高校 1 年生ま

で拡大という部分なんですが、これについては任意接種の助成を 1回あたり 2,000円を行うとい

うものです。ただ、予算に関しましては接種人数等の見込みも立ちにくいこともありまして、と

りあえず当初予算の範囲内で対応しまして、その不足分については補正対応ということで、こち



4 

 

らについては金額には上げておりません。それから 2点目の乳がん検診の補正につきましてです

が、これはあらたに 30 代女性を対象として、医療機関で健診にかかった費用を助成をしていく

というものでございます。内訳としましては、エコー検査のみ 1,500円の助成の 20人分 3万円、

それからエコー検査プラスマンモグラフィー3,000円の助成を 20人、これ 6万円、計 9万円とい

う内訳にしております。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 加藤議員。 

○議員（4 番 加藤 修君） はい、ありがとうございます。元来なら補正予算の説明書というの

が付いて説明をしていただくのが本来ではないかなと思っております。今回も、今歳出予算事業

概要書というのが一点だけ、園芸産地活力増進事業の 1枚だけしか付いておりません。この両方

についても、対象者を拡げるとか、新規に始めるとかいう時については、やはり概要書を付けて

説明をしていただかないと、村民の皆さんから聞かれた時に応えようがないというのがありまし

てですね、今きちんと説明をしていただきましたのでこれで説明ができますが、本来ならこれを

付けていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 加藤議員のご質問にお答えします。一応補正予算の説明資料に

つきましては、当初予算の時の概要書にない新規の事業を補正提案する場合、概要書を作成する

という全庁的な統一的ルールでやっております。それにしたがって資料を作成をしますので、今

回の場合は一応それはなかったということになります。ただ、その部分の大きな変更があったり

ですね、説明がわかりにくい、不足しているという場合につきましては、やはり別に追加資料等

を作成し、提出というのを考えていきたいなというふうに考えます。以上です。 

○議長（橋井 満義君） はい、加藤議員。 

○議員（4 番 加藤 修君） はい、これは福祉保健課のみではなくてですね、全体的に言えるこ

とですので、課長会等で諮っていただいて前向きに検討していただいて、極力付けれるようにし

ていただきたいと思います。まあ、要望を付けて、終わります。 

○議長（橋井 満義君） はい、ほかございませんか。 

はい、松田議員。 

○議員（9番 松田 悦郎君） 9番、松田です。4点ほどお聞きをしたいんですが、まず最初に確

認ですけれども、5ページの国庫支出金の地方創生加速化交付金 53万 5,000円ですが、これは 8

ページに書いてあります児童福祉総務費の報償費に使う交付金なんですか、これをちょっとお聞
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きしたいと思います。それから 7ページの企画費の 113チャンネルの運用機器更新整備負担金に

つきまして、これはハイビジョン化に伴うという説明を受けましたけれども、できればもう少し

くわしく教えてほしいなと思います。それから 9ページ生活扶助費の額についてなんですが、こ

れは見ますと補正前の額と匹敵するような大きい額なんですが、ちょっとこれ、内容についても

う少し詳しく教えていただきたいなと思います。それから 9ページの保険事業費の血管年齢測定

器購入 48 万 6,000 円なんですが、これは具体的にどのような機器で、どのような時に使われる

んかちょっと教えていただきたいなと思います。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田 直人君） 松田議員のご質問にお答えします。最初に、あの 7ページの 113チ

ャンネルの件ですけれども、これは今ハイビジョンでないものをですね、統一的にうちだけでは

なくて、たとえば大山町、日南町、南部町等この 9月議会で更新ということで、ハイビジョン化

をするということでその機器をひとつ交換するものであります。 

それからもう一つは、議会中継の放送が今ちょっと画像を落して放送しているんですけれども、

その放送をするためにですね、まずバックアップ機器というものを交換して、ハイビジョンで流

せるようにするものと、今議会中継を保存してファイル化して、編集したりしているんですけれ

ども、これがあの相当容量が少なくてですね、時間がかかるということでその機器も交換をして、

容量を増やして、議会中継を流しながらその編集作業等ができるように、効率化を図るためにそ

の交換ということで、それで 286万 6,000円ということであります。先ほどの議会中継の関係の

機器については、330 万程度かかりますので、これを今 8 年間で機器更新のお金を支払っており

ますので、それに上乗せをして 28 年、29 年、30 年と支払うということで、その 1 ヵ年分の 110

万計上しておりますので、合計 286万 6,000円ということになっております。以上です。 

○議長（橋井 満義君） はい、高田総務課長。 

○総務課長（高田 直人君） 5 ページの地方創生の加速化交付金につきましてですけれども、6

月議会で 405 万円ということで一応提案をさせていただいておりました。その後、2 次募集とい

うことで、6 月に内閣府の方に出向きまして、ヒアリングを行って今回採択ということになりま

して、その採択となった分の 13 万 5,000 円を追加交付ということで追加するものであります。

内容としましては、もともと 405万の時に 6月議会で予算をしておりましたけれども、それプラ

スということで、セミナーの講師謝礼とかワークライフバランスの推進会議の委員報酬等ここに

上げている報償費、それから費用弁償等ここに上げているようなものを追加予算したということ
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でありまのすので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） はい、小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 松田議員のご質問にお答えいたします。扶助費の関係ですけれ

ども、こちら生活保護の被保護者の方が春先から入院をされまして、その方がまだ退院の見込み

がたっておりません。それのために年間分の予算を計上させていただいたということで、かなり

高額な扶助費になっているということでございます。 

それから血管年齢の測定器の購入ということなんですけれども、こちらにつきましては 6月議

会でもちょっとご説明をさせていただきましたけれども、11月ぐらいから各自治会に出向きまし

て町の保健室事業というのをさせていただこうと考えております。そこではまあ、日吉津村の健

康課題の説明をさせていただいたり、国保制度のこれからの改正点のご説明、あと健康講話とい

うこと、まあ先生からお話しをしていただくというようなこと、それとその場で健康チェック、

健康相談というような内容を考えております。その健康チェックをする際に使うものでございま

して、血管年齢測定器メディカルアナライザーというものを持ってまいります。そこで動脈硬化

のリスク警告などを判断できるそういうものを使って、健康チェックをさせていただこうという

ことで、その機器の購入予算でございます。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 松田議員。 

○議員（松田 悦郎君） 今なんかあの、血管年齢のやつは各自治会ということなんですが、いつ

ごろこれは各自治会に出向く予定なんですか。わかれば。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） はい、今の予定では 11 月下旬から 2 月ぐらいにかけて出向か

せていただく予定にしておりまして、今度 9月の中旬ぐらいに自治会長さんが集まられる機会が

あるというふうに伺っておりますので、その場で具体的な説明をして、日程の調整をさせていた

だこうというふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（橋井 満義君） 三島議員。 

○議員（5 番 三島尋子君） 5 番、三島です。二重になるかと思いますが、一番初めに質問され

た議員のことに併せてですけれども、今回補正はたくさん出されておりますけれども、この説明

資料というのはわたしもやっぱり不足だと思っております。全町村で取り決めというかそういう

ことがあってということの答弁はありましたけれども、当初予算から変わってきておるものとい

うのがありますね、それの国庫の動きとか補助金の動きとか、そういうこともたくさんあるなあ
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とみてきました。ですので、当初予算から大きく変わったものも、説明資料を付けないといけな

いのではないかというふうに思っております。その点もご検討下さい。説明していただきたいと

思います。 

それとあと 3、4点お伺いをいたします。 

同僚議員からもありましたけれども、児童福祉費のこれは地域創生の事業となっておるように

みてきました。報酬は職員が退職をされたのでそのかわりで賃金をということですが、報償費の

中に当初からたくさん計上がされておるものが補正予算で 6月もあり、また今回もありというこ

とがあります。そのことについて講師謝礼がだんだん上がってきてますけれども、総額いくらに

なっているかということと、どういうことを計画されているかということを説明して下さい。 

こういうことが説明資料がないと全然わかりません。 

それから役務費の 15万 1,000円の通信費ですけれども、これはまた上がってます。でこれはど

ういうふうにされるか。アンケートを取るということで 200万でしたかね、計上がされておりま

したけれども、そのアンケートに使うものかどうかなということを、わたしはかってに考えたん

ですけれども、どういうものかということをお答え下さい。 

それから母子父子の福祉費で委託料が 50万 8,000円計上されております。これは当初、電算事

務ということで 16万 5,000円上がっております。これが倍以上ですね、たくさんの補正がされま

したけれども、これはどういうことかということ。それと生活保護費ですが、先ほどは扶助費に

ついての質問がございましたけれども、次の償還金利子および割引料ですけれども、これは 27

年度ですので、27年からの絡みがあると思いますが、途中で 1,360万ですか、収入済になってお

りますけれども、途中で 340万、約 340万が減額をされております。その中で約 600万近くを返

還するということの意味というか、どういうふうになっているかということをお答え下さい。そ

の点よろしくお願いいたします。 

○議長（橋井 満義君） はい、高田総務課長。 

○総務課長（高田 直人君） 三島議員のご質問にお答えいたします。あの、説明資料につきまし

ては、監査の時もお受けしました。あの、いままでは新規で出たものを補正予算の説明資料として

出しておりまして、もともと当初の分を変更のあったものについては出しておりませんでしたけれ

ども、先ほどあったように、大きく変わったものとか制度が変わってとか、そういう部分について

は課長会でも検討さしていただきたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） はい、小原福祉保健課長。 
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○福祉保健課長（小原 義人君） 三島議員のご質問にお答えをいたします。議員ご指摘のとおり

大変当初予算、そして 6月補正、今回の 9月補正ということで、まあ足したり引いたりというよ

うな状況になっておりまして、わかりにくいというのは非常に感じております。やはりこの辺に

ついても、ちょっと別に資料をご用意させていただいた方がいいなというふうなことから、まず、

ご説明をさせていただきたいと思います。 

報償費がいくらになっているかということなんですが、まずあの、ワークライフバランスの推

進会議、こちらがトータル 18万円になっております。それからですね、働きやすい職場づくり事

業ということで、出産後も働き続ける職場づくりのために事業者むけのセミナー経費で講師謝礼

が 50万トータルとなっております。それから地域で婚活を考える後援会、これ 6月、9月で 2回

補正しておりますけれども、トータルで 60万円になっております。それから結婚支援セミナーな

んですが、こちらは当初予算で組んでおりまして、さらに今回の 9月補正ということで、講師謝

礼が 25万円となっております。それが報償費の内訳でございます。 

それから通信運搬費のご質問でございますが、これはあの、ご指摘のとおりアンケート調査に

係るまあ、通知を送付したり、回収したりというものに係る通信運搬費でございます。具体的に

申し上げますと、アンケート調査の発送用郵便代が、205円かける 360通、回収用郵便代が 10円

かける 680通ということで予算を組んでおります。 

それとですね、3 点目の母子父子福祉費の電算処理業務委託料なんですが、こちらは児童扶養

手当の給付が変更になりまして、そちらのシステム改修ということの予算でございます。これは

10分の 10国庫補助が付いております。 

それから 4点目の生活保護も国庫負担金返還金ということでございますが、こちらは最終的な

国庫負担金の超過額を返還しなければいけないということに基づいての予算計上でございます。  

以上です。 

○議長（橋井 満義君） 三島議員。 

○議員（5 番 三島尋子君） 説明は伺いましたが、報償費の講師謝礼ですけれども、どういうこ

とを組んで、これにいくらかかってということで積算をされていると思いますので、実際にどう

いうふうな事業を組まれておるかということを知りたいです。それを説明して下さい。さきほど

いいましたのは報償費でですね、いろいろな講師さんを呼ぶということを計画されていいことと

は思いますが、たくさんの費用を計上しながらどういう事業が組まれておるかということがわか

りません。そのことを説明願います。 
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それから生活保護費の返還金ですけれども、先ほど申し上げましたが収入済が 1,360万、約そ

れくらいの収入済になっております。その中で、途中で約 340万ほどの国庫の減額がされており

ます。これには一般財源も入りますのでそれもその時に 110万ですか、減額になっておりますけ

れども、今回返還するにあたってですね、全額を一般財源でしていくということですが、その減

額をした国庫の負担金も、一応いま一般財源として残してあるのでそれを使って返還をするとい

うことですか。その点をお答え下さい。 

そうしますと、その三百何十万の倍の返還があるということですけれども、この点がちょっと

理解できませんので、わかるように説明をしていただきたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） はい、小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 三島議員のご質問にお答えいたします。まず、一点目の報償費

の中身、それからどういったことをしていくのかというご質問です。まずはワークライフバラン

ス推進会議の方は、これは委員報酬で 3,000 円かける 10 名の 6 回分というようなものを考えて

おります。 

それから、出産後も働き続ける職場づくりのための、まあ事業所向けのセミナーということな

んですが、一応これ 3回予定しております。それでまああの、事業所向けのセミナーでといった

育休制度によって成功例といった、そういった NPO法人の方、ある程度目星はつけておるんです

けれども、そういったとこの社長さんなんかを呼んで実際の話をしていただきたいなと、育メン

の視点というようなものも、取り入れていきたいなというふうに考えております。 

それから地域で婚活を考える講演会といいますのは、日吉津村民ならず広く西部圏域に呼びか

けまして、やはりまず、地域の意識改革をはかっていくと、人材育成の重要性を学び結婚できる

土壌の育成をはかるということで考えております。これは婚活のエキスパートという方がまたい

らっしゃいまして、その方をお招きして講演をいただきたいなということを考えております。こ

れは 2回開催を考えております。 

それから結婚支援セミナーなんですけれども、これは 20代から 40代の未婚の男女を対象にし

まして連続講座を開こうと思っております。後はまあ、同時に出会いの場となる交流イベントな

んかも考えております。これについては、やはり継続した取組みが必要だと考えておりますので、

3年間継続して実施してまいりたいというような計画は立てております。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田 直人君） 生活保護の補助金についてちょっと説明させていただきますと、ま
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あ当初予算を組んだ時に、それで交付申請をしますのでそれで補助決定ということで、多額のも

のがきてるということで 3月に向けては実施しながら、とくに 3月については医療扶助等が減っ

たことによりまして大きな減額をしたということで、歳出の方は減額をしております。国庫につ

いて入ってきたものを返さないといけませんので、その実績と当初入ってきた交付決定の額の差

が 590何万でしたかね、あったためにそれを翌年に返すと、ようは一般財源に振り替えておるよ

うな状況になっていますので、翌年度で返還ということでありますのでご理解いただきたいと思

います。 

○議長（橋井 満義君） 三島議員。 

○議員（5 番 三島尋子君） 報償費につきましては、実績の報告等を見ますと婚活で 2 組の方が

スタートされたというようなことが載っていたように思いました。前に進んでいくということに

対してはたいへんいいことではないかなとは思っております。ですが、エキスパートの人を 2回

呼んで話す計画をするということがありますけれども、これについても 10分の 10の補助とはい

いながら、きちっとした計画をたててとり進めていってほしいということを申し上げたいと思い

ます。 

生活保護の償還金ですけれども、使わなかったものは返還をしないといけないということです

が、わたしの中では、途中補正で約 340万の国庫の補助を減額して、事業も減額になっています。

それをして約 1,360万のうちでこの返還金を引きますと、七百五、六十万じゃないかなというよ

うな、するんですね、そういう中にあって今回の保護費が増額をされて、まあ入院がありました

ということでしたけれども、いつもそういうふうに説明はいただいております。ですので、いま

ね、いま、しないといけないのかということもありますし、使ってはいけないとかという意味で

はありません。ここの中での皆さんに理解をしてもらうために、昨年も 800万、約 900万近くが

返還になっております。その前は 1,000万ぐらいでしたでしょうか。いつもそういうふうに返還

がありますので、その点できちんと精査がしてあるのかなということも感じました。そのことに

ついて今一度お願いしたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 三島議員のご質問にお答えいたします。おっしゃいますように

なかなか出入りが激しいといいますか、削ったり補正したりということで混乱をさせるようなこ

とになっておりますけれども、そのなかなかその辺の精査が難しい部分がございまして、まああ

の、たりなければいけませんしという部分で、増額補正させていただくというようなこともござ
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います。その辺の中でどのようなやり方が一番いいのかということを、これからもうちょっと検

討しながら向かっていきたいなというふうに思いますので、ご理解をいただきたいと思います。

以上です。 

○議長（橋井 満義君） 山路議員。 

○議員（7番 山路 有君） 7番、山路です。まず、5点ほど質問させていただきます。まず、最

初にですね、今回の補正もですけれども、これまでの補正の中で非常に賃金の出入り、つまり正

職なり臨時職員が退職されてまた新しい臨時職員が採用されるというところが目につくところ

ですけれども、そちらで把握されているこの退職の理由とまではいかなくても、ちょっと目につ

くところなんで、そのあたりを少し説明願いたいなと思います。 

それとですね、わが村の臨時職員というのは他町とは少しおもむきが違っておりまして、担当

をまかされているという状況を踏まえると、こうして入れ替わりがあると業務に異常がないのか

と、素朴な疑問を感じるところです。このあたりをひとつどうなのかということを、質疑したい

というふうに思います。 

それからつぎはページをおってですね、今も先ほど非常にですね、結婚セミナー講師謝礼、り

っぱな講師さんが来られてですね、いいことだということで思っておりますけれども、この講演

会なりに参加される呼びかけというのを、自治会でも独身者、結構 40前後の方で出てみたらとい

う話もするんですけれども、なかなかそういうところに出るということがおっくうというですか、

いう状況があると思っております。これまでの中でもなかなか人集めに苦労をどうもされている

というお話しも聞いております。このあたり、講師はいいんだけど実際は講演の場所には 2、3

人しか来なかったと、このあたりどう考えておられるのかなというふうに思いますので、ひとつ

そのあたりも質問したいと思います。 

つぎが、先ほども同僚議員からもありましたけれども、9 ページの血管年齢測定器購入という

ことで 48万 6,000円、で 7自治会をこの物を持ってなんていうですか、意識づけということでは

大変いいことだなというふうに思います。ただ、7 自治会あって、まあ 7 回使って後は箱の中に

しまっておかれるのかなと、いうふうに思っております。普段はどうされるのかなと、結構 50

万近い器具ですのでそのあたりどうされるのかなというふうに思います。あわせてですね、いま、

庁舎とヴィレステの方に血圧計測定器が置かれておりますけれども、このあたりの利用頻度はど

うなのかなというところを少しお伺いしておきたいというふうに思います。 

それから 3 番目が、10 ページの海浜運動公園入口看板設置工事 48 万 6,000 円計上されており
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ます。わたしも質問する限りは実際にどこまで傷んでて、現在がどういうものであるのかという

ことを 1回見ておかないけんなというふうに思いまして、先日行ってまいりました。海浜運動公

園の職員さんといっしょにですね、その看板をさがしたんですけれども見当たらないということ

で、まず、看板はどうなったのかなと、ただ設置する設置すると、これまでのものが傷んだから

ということであったんで、このあたり現状のものの傷んだものはどうなったのかなというふうに

まず、このあたり質問したいと思います。 

それから最後に 11ページ、災害対策費 3万円組んであります。まああの、説明の中では来月行

われる防災訓練の炊き出し等にかける費用であるということで述べられたんですけれども、この

7 自治会、どこも防災訓練にですね、それなりの予算を費やして、村の防災訓練に取り組んでい

るわけですけれども、この炊き出しのみの補助というですか、補助をされるのかと、事務費とか

そういうこと、まああの自治会によっては事前の打ち合わせ会、資料等も作成したりして万全を

期すわけですけれども、どこまでのこうしたこの防災訓練にかけての補助があるのかということ

をひとつお伺いしておきたいと思います。 

以上 4点について質問したいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田 直人君） 山路議員のご質問にお答えいたします。退職が 2名あったというこ

とで、正職と嘱託ということでまあ自己都合ということでありますけれども、1 人の方は別の職

というものが決まったということもあります。それからもう 1 名の方は自己都合ということで、

くわしい理由というのはありません。 

それからそのかわりにまた、臨時職員を補正するということでありまして、たしかに嘱託職員

それから臨時を含めてある程度の仕事を任す部分もあります。これは国からの事業や、県からの

権限移譲等おりてきておりまして、業務の幅も広がっております。以前ですとコピーだったり、

簡単なものがあったんですけれども、ある程度の仕事をまかせないとちょっと業務が進まないと

いうこともありまして、ですからこうやって変わるということになりますと、たしかに議員が言

われるように少しその変わった時点では、やはり業務としては滞るということもありますけれど

も、他の職員でカバーしながら慣れていただいて、業務を進めているという状況でありますので

ご理解をいただきたいという具合に思います。それから災害対策の防災訓練の自治会負担金につ

いては、基本的には防災訓練といって負担金は出しておりません。ただ炊き出しという部分で、

日赤とかにお願いしながら 3自治会について炊き出しをしていただくということで、この炊き出
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し部分のお金については 1万円の 3自治会ということで負担をさせていただいておるということ

でありまして、防災訓練と言って負担がありませんので、言われるように必要ではないかという

こともありますけれども、それは自治会の補助なりそういうところで使っていただくということ

でご理解をいただきたいというぐあいに思います。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 山路議員のご質問にお答えさせていただきます。結婚支援セミ

ナー、まあ参加者が少なかったらというご心配をしていただいております。たしかに 2,3名とい

うことでは事業になりませんので、なるべく多くの方に参加をしていただきたいなというふうに

考えております。まああの、その手段としてはやはり使える広報媒体はすべて使ってですね、ピ

ーアールします。それからチラシ等の呼びかけをさせていただいたり、先ほどご提案をいただい

た自治会の方にもご協力をお願いしたいと、あとは一人ひとりに声をかけるというようなやり方

をし、なるべく多くの方に参加をしていただけるようにして行きたいというふうに考えておりま

す。先ほど三島議員のご質問の時に、この部分何回かというのを言わなかったと思うんですけれ

ども、5回一応開催する予定にしております。 

それから血管年齢測定器なんですが、7 回そこの町の保健室ということで利用します。その後

の利用方法ということなんですけれども、なかなか外に投げておくようなものではありませんの

で、常時置いておくというわけにいきませんけれども、一応今の予定では、ヴィレステの方で保

管をしましてそこでの健康相談なんかの際にどんどん来ていただいて利用をしていただければと、

常に保健師が常駐しておりますので、その指導のもとに使っていただければというふうに考えて

おります。これちなみに今回町の保健室という事業で使いますけれども、町の保健室に関わる予

算につきましては、県費の 2 分の 1 の補助がございますので、こちらの器具についても 2 分の 1

の補助がいただけるというふうになっております。血圧計の利用ということです。役場とヴィレ

ステにおいてあります。いまあのじゃあ何回使ったという資料は持ちあわせておりませんけれど

も、役場で見ておりますと、その来庁者の方がたまに座って利用されている姿を見ますので、あ

る程度は利用をしていただけてるのではないかなというふうに考えております。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。 

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 山路議員のご質問にお答えいたします。海浜運動公園のキャン

プ場の入り口の看板の件でございますけれども、設置から長年たっておりまして木製でありまし

たので案内板とかそういうものが朽ち果てて落下したことにより、また明示の損傷によりななめ
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になってしまったりということがありましたので危険と判断しまして撤去させていただきまし

た。その後簡保で融資を受けたものとか、キャンプ場のバーベキューが火であるとかそういうも

のはまだ使えますし、また、融資施設であることの証明のものはまた設置しないといけませんの

で、そういうものを設置するようにしてこの看板を設置することであります。木製の部分につい

ては腐ってしまったものですので、切ってですね、処分さしていただきました。また使えるもの

につきましては、保管室といいますか、銅製の看板につきましては奥の方にしまっておりますの

で担当の者は分からなかったかと思いますけれども、これを利用して看板を再度作るものであり

ます。 

○議長（橋井 満義君） 山路議員。 

○議員（7 番 山路 有君） 7 番、山路です。ありがとうございます。丁寧に説明いただきまし

てありがとうございます。まああのね、せひぜひね、わたしもそこそこなんとかいい方が、結婚

セミナーの件ですけれども、いい人がおらんだあかということで、非常にね、福祉保健課だけで

できるような、村長も苦笑いされておりますけれども、わたしは個人的にこれまでも一般質問で

言っているように、日吉津村で仲人さんぐらいを依頼されて、これぐらいな講師謝礼をしたらけ

っこう仲人さん一生懸命されえだないかなっていうやな勝手な気持ちでおりますけれども、非常

に困っておられる。困っておられると言わおかしいですけれども、なんとかならんだあかという

方がたくさんおられますので、ぜひともこのあたり進めてほしいなというふうに思いますので、

小原課長の手腕で 10 組くらいは成就できるように一つ頑張っていただきたい。自治会にまた応

援依頼があれば、いくらでも応援したいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それからあの、2 点目の職員の退職また採用についてですけれども、これまで議会の方からも

新しい入れ替わった場合は名前をということで、席の順の入ったようなところにどなたがおられ

るかというようなものまで資料をいただいたところですけれども、またそれ以降変わっているの

かなというようなふうに思っています。 

わたし自身もですね、たとえば総務課におじゃましてもですね、名前がわからないと、あんま

り胸の名前をね、ぐっと、にらみつけえわけにもいかないし、やな気もしていますのでひとつそ

のあたり、入れ替わった時には議会事務局長なりにひとつそういう資料も出していただいとくと

いいなというふうに思っております。よろしくお願いしたいと思います。 

それから 3点目の、血管年齢測定器購入ということで実にですね、こういうこの測定器、つま

り血管年齢がわたしも六十何歳でですね。たとえば山路さんの血管年齢は 80歳ですよと言われる
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と、動機づけになりますよね。 

今朝の皆さんもテレビ見ておられまして、内村航平選手のお母さんがテレビに出ておられまし

て、まさしく、今を怠ると将来が不安になりますよというような言葉を言っておられました。そ

ういうことを考えるとどんどんこういう器具をですね、しまっとくんでなくてヴィレステの保健

師いますので、箱にしまうんでなくて、まあ管理はきちんとせないけんと思いますけれども、そ

のあたり日常で少し活用してほしいなというふうに思いますので、とくに福祉保健課長辺そのあ

たりこまめにやられると思いますけれどもよろしくお願いしたいと思います。 

それから 4点目が海浜運動公園の看板、なぜこういうところで質問をするかといいますと、昨

年の決算審査の中でもヴィレステの看板が小さくていけないとか、多分建設課長もそういうこと

が耳に入っていると思いますけれども、そういうことを考えるとこの海浜運動公園をより皆さん

に活用していってもらうためには、たとえば材質、大きさ、デザインこのあたり本議会終了ぐら

いまでにはなんか資料、業者がこういうデザインでしますよと、たとえばですね、小原課長なり、

高田総務課長なり、昨年ですか、福岡県の源じいの森というところに行ったんですけれども、た

だ、海浜運動公園という看板じゃなくて多少デザイン、楽しくなんかしているようなカットも入

れたようなものをしております。どうかすりゃ顔を入れて写真写せるような形でもしております。

少しそのあたり、もしいまここで、どういうものですよということがあれば説明お願いしたいと

いうふうに思います。 

それから 5 点目の 1 万円の災害、炊き出しのですね、3 自治会がされるんでこれがこのなんて

いうですか、線引きというのは行政でもちろんされてしていると思うんですけれども、事前の準

備とか自治会でですね、3 自治会ということはあと 4 自治会はなんらかの予算をかけてするわけ

ですけれども、たとえばそこでそちらの方に予算計上出せばそのあたりは見る考えはあるのかな

いのかということで、いまの海浜運動公園の件と、それから防災関係についてこのあたり再度質

問したいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。 

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 山路議員の質問にお答えいたします。以前のキャンプ場の看板

につきましては芝生広場東側の海浜運動公園入口に設置しておりまして、場所は芝桜等が植わっ

ておるところの場所でございまして、幅が全体幅で約 1 メーター20、支柱の管が 60 センチぐら

いと、そういうところで場所的にはいままであった場所と同じようなものを腐りにくいそういう

物で一応考えておりまして、今のところはそういう今まであったものと、あとどうしても設置し
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なければならない融資の案内看板、そういうものを付けるもので考えております。場所的にも写

真を撮ったりとか、そういうできるという所ではないので、今のところではそのようなことは検

討しておりません。以上であります。 

○議長（橋井 満義君） はい、高田総務課長。 

○総務課長（高田 直人君） 防災訓練の自治会負担金については、今のところ出すということは

考えておりませんけれども、まあちょっとその辺は、担当とも検討はしてみたいというぐあいに

思います。一応炊き出しということで、負担をさしていただいているということでご理解いただ

きたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） 山路議員。 

○議員（7 番 山路 有君） 7 番、山路です。そうしますと最後になりますけれども、海浜運動

公園の看板の件についてですね、今言われるようなそんな 1メートルとかなんとかということで、

50万近くもかかるんですか。で、実を言うと先日行ってみてですね、職員の方が出入口にですね、

自分で手作りでちょうどそういうものをボランティアで作ったというものを見してもらって、わ

たしそれだあかなと思ったですがんね。これ山路さんボランティアで作ったんですと、1 メート

ルちょっと大きいものを、まあわかっている思うんですけど、駐車場の出入口にきちんとしたも

のを、あれ、わたし村の予算で作られたんだろうかなと思ったら、これどなたとは言いませんけ

れどもボランティアでつくられたんだということを聞きました。そんなこまけなもんでですね、

今課長が言われる 48 万 6,000 円、これどうしても会期中終了の討論採決までにそれなりの資料

を出さないと、こんなすぐ補正、看板作ります。行ったらもうどうもこぼしてなかったという所

に、これだけの予算かけるというのがね、議員としては納得できないというふうに思います。で、

少しそういうものをきちんと資料を添えて、考えてません、考えてませんでない、考えて下さい。

ということでお願いしたいと思います。後、あまりがいに防災訓練にこの補助をこの場でねだる

わけじゃないですけれども、どちらにしても少しね、たとえばですね、このあたりは理解される

と思いますけれども、横断幕の印字する機材がありますね、総務課の所にね。ああいうものぐら

いは一回使うと 700円とかしますね。あの 3メーターの 60センチ幅の 3メーターね、1.2メータ

ー前後ぐらい、それ 1枚してもらうと 700円するんです。それぐらいのところはひとつその防災

で、たとえば使用するということであれば、無料で印字してほしいなとは思いますけれども、ち

ょっとそのあたり再度質問したいと思います。 

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。 
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○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 山路議員の質問にお答えいたします。さっきは幅だけのことを

ちょっと申し上げてしまって、申し訳なかったんですけれども、以前と同じものの高さで約 2メ

ーター70 で、地中のささる分を含めますと約 3 メーター50 の高さの材料のもので、そういう腐

らないアルミとかそういう物を使ってということでございます。 

後、海浜運動公園の入り口に作っておるものは、幅 1メーター20ぐらいのもので高さが 1メー

ターのもので、これは材料の方は役場の方で買いまして、比較的冬場とかそういう部分でちょっ

と看板の方を空いた時間に作ってもらったということでございますので、今回設置するものにつ

きましては、地上よりの高さが約 2メーター70、前回の高さと同じようなものの高さで土中部分

を含めますと約 3メーター50というそういうものでございますので、ご了承下さい。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田 直人君） マックスアートの利用ということですけれども、今のところは考え

ておりませんけれども、ちょっと検討はしてみたいというぐあいに思います。以上です。 

○議長（橋井 満義君） はい、景山議員。 

○議員（2 番 景山 重信君） 2 番、景山です。よろしくお願いいたします。10 ページを、ここ

で 2点、園芸産地活力増進事業補助金 120万 8,000円、土地改良区排水路工事負担金 216万円と

いうことです。それでまあ、前者の 120万 8,000円という部分では、説明ではハウスでホウレン

ソウ等の葉物野菜を栽培するということのみの説明だったんですけれども、ちょっと再度くわし

く説明を、お願いをいたします。 

それから土地改良区の、これは長谷川電気のところだということは把握できたんですけれども、

どんな工事をするのか、それから改良区の総額で日吉津が 216万なんぼなのか、それから改良区

と村の区分というのか、どういう格好で将来を、今まではずっと村にお願いをしておりましたら

側溝改修もできたんですけれども、改良区にお願いして下さいとか、どうのこうのということで

す。その辺の区分というのをちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） 益田建設産業課参事。 

○建設産業課参事（益田 英則君） 景山議員の質問にお答えさせていただきます。ご指摘ありま

した園芸産地活力増進事業についてなんですけれども、こちらの方は概要説明の方説明資料に載

せさせていただいております。目的としましてが、葉物野菜を中心にしました園芸施設作物の生

産振興ということがひとつ目的に上がってきておりまして、こちらの方が昨年からこういったよ

うな事業に取組むということで出とったわけなんですけれども、なかなかその事業的にこちらに
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出ておりますのが、園芸産地活力増進事業ということでございますけれども、実はもうひとつ産

地パワーアップ事業というのがひとつありまして、そちらの方につきましては国の方の補助の対

象になるということで要件的に面積要件なり、あと収量の増加ということあるいは清算コストの

削減というようなことがひとつありまして、本村におきましてはそういったような要件がちょっ

と満たされないというようなことがあって、園芸産地活力増進事業ということがこの度上げさせ

ていただいたというような内容でございます。 

で、該当します農業者の方については、2 件、設置が要望されておりますのが 2 棟ということ

でこの度の補正の方で審議いただきました結果で、できれば年内ぐらいには設置ができるような

運びに持って行ければというように考えております。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。 

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 景山議員の質問にお答えいたします。まず、最近水路の漏水と

かそういう部分につきましては、実行組合等なりまた皆様でまず見ていただきまして個人ででき

るものか、改良区から材料等提供していただいて個人で修繕できるものか、また改良区でできる

ものか、また村でしなければならないのかということを相談いたしまして対応しております。 

今回の分につきましては、先ほど言われたように国道 9号線を前後いたします水路でございま

すけれども、排水路だけでございまして用水の受益がございませんので、以前ですとしっかり守

る交付金とか、そういうものを使ってやったりとかということもございましたけれども、受益が

ないということでそういうこともできませんので、いろいろと相談した結果、改良区の方にやっ

ていただいてその部分を村の方が負担をするということでさしていただいております。 

構造的につきましては現在のものでありますけれども、用水の受益とかそういうものもありま

せんので、そういう排水とかそういうものを計算いたしましてやります。またかなりの泥がたま

っておりますのでそういう所の浚渫というのが、場所がせまいために人力とかということであり

ますので、そういう部分の工事であります。ほぼ現況の形を維持しながら、排水計算とかしなが

ら新たに施行するものであります。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 景山議員。 

○議員（2番 景山 重信君） ちょっと、最後の説明ちょっとわかりにくかったんですけれども、

国道を横切る排水路って言われたんですけれども、宮川の用水の部分と違うんですか。工事とい

うのんは。あの、長谷川電気の所から西側の方に排水路はあるんです。これも途中までは用水に

なるんですけれども、新川の用水になるんですけれども、排水路じゃないですよあすこは。まん
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だ、まんだ、3 問しかありませんので、そういうことですので、それからもうひとつこの鳥取型

低コストハウス実園芸等実施要項ということで、わたしどういっていいかな、対象品目というの

があるんですけれども、村内の方、ようするに、ねぎとかブロッコリーの育苗ということで届が

あっておらんですか。エース 9品目を推奨するスイカ、トマト、白ねぎ、育苗、ブロッコリーの

育苗ということでこれはもう西部農協で完璧なもんだということで、それからきゅうり、メロン、

ピーマンとかいろいろな花壇苗とかこれから 10 億円目指そうという品目とか、小玉スイカ、イ

チゴ、アスパラガス、これから 1億円を目指そうという品目とかこういう格好で、今西部農協か

ら話されたと思うんです。ただ、その使用目的というのは何で提出されたもんか。 

それでもうひとつ先に進んでしまいます。事後の検証というのはどういう格好でされるもんか。

いつの事業もそういうことですけれども、わたしの部分でもあったんですけれども、事後の検証、

結果はどうだったとか、今西部農協からこういう格好で、事業を個々の人が県や国にこういう事

業やりますよということで願い出てもちょっと難しいもんで、この時節がら、県に対して西部農

協が西部農協の個々の農家の人をまとめて、そういう格好で事業主体になるようにということで、

こういう事業になるんだと思うんです。今、時節がら、そういう時にぼろぼろ 40万、120万のお

金わずかといわいけんですけれども、村費は 30万ちょっと出してあるはずですけれども、そうい

う格好で出されてもちょっと後結果がどうなるかということを、確認をせんといけないなと思っ

てのわたしのこの部分の質問でした。ちょっとその辺からお答え下さい。 

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。 

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） あの改良区の件になりますけれども、場所につきましては東側

の方になりまして、宮川の方の部分ではなくて東側の八幡物産といいますか、あちらの方の部分

のところですので、あちらの方は排水ですので、宮川の方に直接流れるのではなくて海川の方に

流れる排水の方で、キンダイビルとか、あちらの方の水路でございます。 

［「途中から新川に流れる用水がありますよ」と呼ぶものあり］ 

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 海川に流れる部分で下流の方では新川もあるかもわかりません

けれども、一応改良区の方につきましては、ここの部分は排水だけのという考えで受益がないと

いうことでありますのでそのような対応をいたしました。 

○議長（橋井 満義君） 益田建設産業課参事。 

○建設産業課参事（益田 英則君） 景山議員の質問にお答えいたします。今回葉物ということで

上げておりますけれども、景山議員が先ほど申されました育苗なり、メロンなりというような分 
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については、昨年すでに取りまとめが終わって、そちらの方はすでに事業が進められているとい

うふうに聞いております。今回実施しますのが葉物を中心とした作物というようなことで聞いて

おります。 

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。 

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 景山議員の質問にお答えいたします。補助金につきましては、

最後には検証というものがあると思いますけれども、内容については確認いたしまして後日ご連

絡さしていただきたいと思います。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 景山議員。 

○議員（2 番 景山 重信君） 検証がないということはいけませんので、きちんとこの事業が正

しかったかどうだったかということだけは、お知らせ願いたいなと思っております。 

それから最後になりますけれども、これ育苗ということはないと参事の方が言われたんですけ

れども、昨日、わたしも何月ごろだったか、去年ごろからこの事業に参加しようと思って、わた

しもなろうか思ったんです。ただ、ちょっとハウスの移転が考えられるので、既存のやつを移転

して使おうということでやめました。 

わたしは、その時もあったんですけれども、昨日もらった分です。エース 9品目、スイカ、ト

マト、白ネギ、育苗、ブロッコリー。 

育苗、これもあるんですよ、ないじゃあないですよ。農協の方からもらいました。ちょっとそ

れ、確認してやって下さい。後からでいいですんで、それでわたし昔から、まあ二十歳すぎてか

らずっと百姓しちょったもんで、今の富吉の墓を出たら昔は、本当にホレコ川から日野川を眺め

ると、本当に水没する、時期によると溢れてホレコ川がのまったような時期がありました。何べ

んも、ただ皆さんの努力だったでしょうホレコ川の改修になって、こういうのまるようなことは

無くなったんです。それはありがたいことです。農業もしやすくなったし、ただこの間担い手協

の理事長の話ではないですけれども、水十里ネットに診断してもらったら、橋とか道路でないで

す。川です。そげしたら 40 年、50 年たてば根本から見直さないけんという話があったんです。

まあ聞いておられると思うんですけれども、富吉の地域保全会の役目の者は聞きましたけれども、

基本的にもうどうすればいいかということを 50年先、50年わたしが覚えちょう頃からでも 50年

なります。これから 50年先をどうするかということでなんかそういう発想をわかしてください。

そげせんとちょーと、また次の時代に困ってくることもできて来ると思いますので、その辺の考

え方をちょっと、橋の強度とか、道路とかは国の方のあれがあったかも知れませんけれども、診
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断もあるんですけれども、川なんかはそういうことがあるものかどうかその辺も含めて、もうち

ょっこいしゃべらないけんだ。3 問目が終わりますので、ちょっとその辺の前向きな川の改修と

いうことで、根本から 16号線でも新田川も宮川もいっしょなんですけれども、なんとか 50年先

を向けての改修とか、根本からやり直すとか、ひとつそういう発想で向かっていただければなあ

と思っておりますので、終わります。 

○議長（橋井 満義君） 今の景山議員の質問は、本議案の中と関連はしていないように思います

が、今の土地改良区の排水工事負担金の部分の質問があったわけですから、それとあわせて川の

工事のうんぬんの見方ということの拡大質問ということで解釈し、この度は答弁をしていただき

たいと思います。 

村長。 

○村長（石  操君） ホレコ川の箕蚊屋排水路、それから海川の西側排水路、昭和 44 年頃に完

了をしております。平成の 12 年の西部地震で、ホレコの方は県営事業の方で直されたというこ

とです。ホレコの方はとりあえず修繕ができておりますので、村の方に移管をするということで、

管理は土地改良区にお願いしますけれども、通常のものは資産の権限は県営事業でありましたの

で、県から村に移管をするということですので、ホレコは引き受けをしたということです。 

それから海川でありますけれども、海川はまだ引き受けをしておりませんが、海川においては

矢板が川の面に向かってすでに折れておるという状態だと思っております。田んぼをお持ちの議

員さんもいらっしゃいますけれども、あれをなんとかせんといけんということは改良区に言って、

理事長もそれは承知をしてくれています。で、土地改良施設がその 50年持つのかということです

けれども、それこそ昭和 44年にできたものですので、これとても 50年たつということになりま

すので、これは実は県下全体がそういう土地改良施設はこういう状況ですので、どういうかたち

でそれぞれの改良区が、特に箕蚊屋土地改良区が伯耆町から水を、日野川から取っておりますの

で、受益が非常に大きいところですので、全体的に施設がいたんでおるということで検討材料で

はありますけれども、具体的なじゃあこうしようかという話にはなっていません。今急ぐのは海

川排水路の修繕が急ぐなあということで、改良区の理事長にはお願いをしてその部分については

理解をいただいておるところでありますけれども、いわゆる従来の農林省の基盤整備事業の補助

事業の枠が非常に少なくなっていますので、そこに手上げしてもなかなのらないということがあ

ってですね、非常に難しさがあるなあというところはありますけれども、今うちげで当面急ぐの

は海川排水路の矢板が折れてしまっておるというところは、これは確実に修繕を要請をして行か
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なければならないということでありますけれども、全体的には景山議員が言われる用排水路がも

う耐用年数を過ぎて、つぎつぎと壊れていくという状況にありますけれども、改良区としてはな

かなかそこに手が出せない。県営としても手が出せない、それでもしくは団体営というわれわれ

が、町村が事業主体でやる事業もありますけれども、今は、それは受益者負担をいただかなけれ

ばならないということになりますので、かつての村が団体営ということで、自治体で水路等を整

備して、村民の皆さんから、農家の皆さんから、受益者から負担を取らずにきたというようなこ

とにはできませんので、少なくとも団体営でやるということになると受益者負担ということで、

今は半分もらわないけん。そういうことになりますので、結構な金になりますので、なかなか言

うは優しいですけれども、実際には大変なところに踏み込んでいかなければならない状況にある

と、以上です。 

○議長（橋井 満義君） 以上で景山議員の質疑は終わります。 

はい、松本議員。 

○議員（3 番 松本 二三子君） 3 番、松本です。すみません。園芸産地活力増進事業を簡潔に

聞きたいとは思いますけれども、先ほど出ていましたけれども、これが概要書が出ていればわか

りやすいんですけれども、鳥取県が推進する低コストの導入ということ、低コストハウスですね、

これが今までのビニールハウスよりは、多分低コストということはお安いんだと思うんですけれ

ども、これを鳥取県が推進して、日吉津村もこれからは低コストのハウスを建てる場合は建てて

いくという気持ちのものなのか、それと葉物というのが、日吉津村の畑にあっているからこれを

進めていくのかという、どちらが重点なのかなというのをお聞きしたいのと、万が一それを進め

ていくのであれば、補助金が無くなった場合でも村単独ででも、この低コストのハウスを進めて

行くかというところをお聞かせ下さい。 

それと8ページの方です。ファミリーサポートセンター使用料が10万円の減になっていますが、

これは何の使用料かということをお聞きします。 

それと、先ほども出ましたが乳がん検診 9ページです。がん検診負担金、乳がんの 30代の一部

助成ということでしたけれども、先ほど医療機関で健診を受けた場合というのだったと思うんで

すけれども、これは 30代の方が医療機関でエコー検査なり、マンモグラフィーで検査を受けた後

に、申請してお金が出るものかどうなのかというところを聞かせて下さい。それとだいたい 20

代 30代は、任意で今までもやっておられたと思うんですけれども、これに補助を出すと、今なぜ

補助を出すのかという理由もお聞かせ下さい。 
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○議長（橋井 満義君） 村長。 

○村長（石  操君） あの、低コストハウスの前に先ほどの景山議員の質問の中で、補助金に対

する検証はということでありましたの、それまず、わたしのほうから返事を、回答が不十分だっ

たなというふうに考えますので、回答さしていただきますが、当然県の補助金もありますし、村

の補助金もありますので、実績報告に基づいて検査をさしていただきますし、それから耐用年数

期間は当然実績報告などを求める可能性も含めておりますので、けっして、建てられておそらく

5 年か 7 年の耐用年数だと思いますけれども、それを投げてしまったと、耕作をしなくなったと

いうことでは、補助金を受けられる方の役目が果たせないということになりますので、そこらへ

んは現場の方でしっかりと生産者の方の理解を得ていく必要があると思いますので、そのような

ことを申し上げて、低コストハウスなどやその他の松本議員の質問にお答えをしていきます。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 松本議員の質問にお答えします。ファミリーサポートセンター

使用料 10 万円の減と、理由はということでございますが、こちらの 6 月補正で地方創生の加速

化交付金の事業で再就職支援事業というのが入っておりました。その事業を計上しておりました

けれども、今回の 9月補正でその部分の事業については国庫補助の対象にならないということで

加速化交付金の方から事業ごとはずしております。その時に計上しました再就職のまあ支援のた

めの、たとえば子育て支援の研修会への参加する方が、ファミリーサポートセンターを利用でき

るようにということで 10 万円を組んでおりましたけれども、その分を今回落したということで

ございます。ただ、その事業を組んでおきながら落したということでありますので、こちらは交

付金の対象にはならないかも知れませんけれども、やはり必要に応じて、単独でもやっていく必

要があるかなというふうに考えているところであります。 

それから乳がんの方ですが、おっしゃるとおりですね、今のところは償還払いを考えておりま

す。それと 20代、30代やっていたようだけどなぜ今更ということなんですが、いままでは 40歳

まででした。30代まで拡充したのは今回からでございますので、40歳からのを今回 30歳まで下

げて助成をするということにしております。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 建設産業課長。 

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 松本議員の質問にお答えいたします。県といたしましては低コ

ストハウスの部分についての補助金というものを考えておりますので、低コストハウスで建てる

場合について、平米あたり 7,700 円という県の補助費用を出すということを考えておりまして、
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その部分につきまして、県が 2 分の 1になった分につきまして、村も 6分の 1 出しまして合計 3

分の 2を補助ということで、こういうもので安くできるもので進めていきたいというふうに考え

ております。 

また、土壌につきましては、その方がどういうふうに使われるかちょっとわかりませんけれど

も、主に砂地とか水田で使われるかちょっとその人によっては違うと思いますけれども、最近は、

日吉津は非常に作業とかそういう部分ではいいというふうには聞いておりますので、こういう葉

物とか一般の作物につきましても、栽培には適しているんではないかというふうには考えており

ます。以上であります。 

○議長（橋井 満義君） 松本議員。 

○議員（3番 松本 二三子君） ファミサポの分はよくわかりました乳がんの方もまあ 30代、今

いろいろ芸能界などでもお話しが出ているので、多分これに変えられたんじゃないかなというの

は理解します。 

すみません。低コストハウスの方も、低コストハウスを使って葉物を作るから補助が出るとい

うのもわかりました。で、ここで概要書によりますと、2 棟で農業者さんの個人がふたり 2 戸と

いうことですけれども、この二つというのは予算的に 2棟だったのか、もっとやりたいけれども

何人かあった内の 2棟になったのかというのはどうでしょう。 

○議長（橋井 満義君） 益田建設産業課参事。 

○建設産業課参事（益田 英則君） 松本議員のご質問にお答えします。今回の対象となりますの

が 2戸ということですけれども、昨年から進められた中では、当初、手上げをされておった方は

それ以上にいらっしゃったということでございます。で、今回自力で建てられた方等もございま

すし、後今回は見送られたというような方もおられまして、結果的に 2戸の方が該当になったと

いうような状況でございます。 

○議長（橋井 満義君） 松本議員。 

○議員（3 番 松本 二三子君） 自力で建てられた方には補助は出ないと思うんですけれども、

ではこれからどんどん増えていくっていう感じなんでしょうか。というような事業ですかね。ど

うでしょう。 

○議長（橋井 満義君） 村長。 

○村長（石  操君） 農業共済の方がくわしいぞおまえ。あの施設園芸はやられる方が年代に応

じてその、まあ何も同じですけれども、移り変わりがあってますので、今やられてその人がじゃ
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あどんどんどんどん増やされて、面積が増えていくものではないと思っています。どちらかとい

えばかつて出来上がった施設が老朽化してそしてまた生産される方も高齢化を筆頭に労働力が

不足して、ハウスがどちらと言えば、ハウスが空いたり、ハウスをたたんでしまわれるという状

況ですので、急激な伸びにはつながっていかないだろうとは思ってますけれども、でも、やっぱ

りあのとくにアスパル等があれば、販売の利便性は非常に高いわけですが、この圏域で考えた時

に葉物野菜みたいなものは勝負が早いという見方はあるのではないかと、そこにいわゆる営農指

向が移っていくのではないかという期待感を持ってのものでありますので、その低コストハウス

というものは従来のハウスのパイプの数が少なくなると、パイプの強度があげてあるということ

で、パイプの数が減っておるということですので、かんたんな理屈のもんですけれども、ですか

らわりかし手軽にできるということがありますので、できれはそういう営農指向を持たれる方に

お手伝いをしていくことかなあというふうに思っての話でありまして、急激に増えていく状況に

はなかなかなりにくいなあと思います。まあ期待はしていますけれども、以上です。 

○議長（橋井 満義君） はい、ほかありませんか。 

はい、江田議員。 

○議員（江田 加代君） 6番、江田です。2点よろしくお願いします。1点目は 7ページの生活困

窮者の就労支援事業についてですけれども、これまでいろいろ相談者があったと思うんですけれ

ども、その相談者の中で何人の方が就労にむすびついたのかというような状況を教えて下さい。  

 2 点目は緊急通報装置についてです。これは普及状況とそれとこれは安心の確保ということで

は普及しているのかなあとは思うんですけれども、実際の利用実績っていいますか、そういう状

況があれば教えて下さい。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 江田議員のご質問にお答えいたします。相談件数といたしまし

ては 9 件ございました。9 件のうちに終結が 5 件ということで、それで就職につなげたのが 2 件

それから現在のプラン作成中、まだ活動中というのが 2件という結果でございます。 

それから緊急通報装置は、3件の実績がございます。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 江田議員。 

○議員（江田 加代君） この生活困窮者の就労支援の相談者なんですけれども、これはだいたい

年齢構成っていいますか、そのだいたい若い方が増えてきたとか、高齢者が増えてきたとかそう

いったなんか際立ったその変化とか、そういったことがあれば教えて下さい。 
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○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 今ちょっとはっきり、すべての方の状況が把握できておりませ

んけれども、だいたい若い方も最近多くなってきているなという受け止め方はしております。く

わしいことはちょっと、また調べてお答えさせていただきたいと思います。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。 

○議員（8番 井藤 稔君） 8番、井藤です。3点ほどお聞きしたいと思います。まず一点が歳入

の関係です。ページ的に言えば 2ページになると思いますけれども、要はあの繰入金とか繰越金

の関係でいわゆる平成 27 年度の決算が確定して、それで基金の調整があったんだというふうに

理解しておりますけれども、年当初の説明資料では基金の運用 8基金ありますかね、このあたり

の説明資料が出るんですけれども、この時期のはでないというのはなんかありますんでしょうか

というのが 1点です。 

それから 2点目がさきほどから出ておりますけれども、補正予算の関係でいえば 8ページの関

係になりますけれども、いわゆる報償費、講師謝金の関係ですね。あるいは以前に聞いたことが

あるかも知れませんけれども、このあたりの支給基準ですね、こういうのはありますんでしょう

か。何に基づいてやっておられるんでしょうかということをお聞きしたいと思います。 

それからら最後の 1点ですが、18ページの期末勤勉手当の関係です。以前にもちらっと話に出

たように記憶しておるんですが、期末勤勉手当の支給の関係で職務上の階級職務の等級等による

加算措置ということがありますけれども、いわゆる勤務評定に基づく傾斜加算というのは検討さ

れておりますでしょうか。以上 3点についてお聞きしたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田 直人君） 井藤議員の質問にお答えいたします。当初の時の基金のというのは、

前年度から今年度という分だと思います。基金については、あの表については、当初予算と決算

で報告ということでなっていますので、この補正予算の時に載せるということはありませんので

ご理解をいただきたいと思います。それから謝礼につきましては、特に基準を設けてはおりませ

んけれども、外から呼んだり、だいたい近隣であれば 1万であったり 3万であったり、それから

まあ旅費を込みで 10 万であったり、ということでだいたい通例っていいますか、そういうかた

ちで謝礼は決めておりますので、とくに基準は設けておりません。それから期末勤勉については、

現在、人事評価を進めておりますので、これを進めていけばまた反映することもあると思います

けれども、現在はまだ反映しておりません。以上です。 
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○議長（橋井 満義君） 井藤議員。 

○議員（8 番 井藤 稔君） まずあの、積立金といいますか、特定目的基金の関係について今少

しお尋ねしたいと思いますけれども、基金の内容によってはですね、いわゆる基金があれば、た

とえばふるさと納税が一番基金な例だと思いますけれども、あのふるさと納税では当初の関係を

見ますと、ふるさとづくり基金というやつですか、いわゆる積立額というのが 500万になってい

ますよね。だけども、さきの議会の時にも総務課長から説明がありましたようにどんどんカード

式になってきとるから入っとると、入って来とるんだという説明があったと思いますけれども、

そのあたりがやはり実態がなかなかわからない、説明受けてもわからないということがあります

ので、できればしょうがないと思うんですけれども、このあたり出たり入ったりしたときにはこ

うして予算書、補正予算年何回ですか、多い時で８回くらいだと思いますけれども、その時に基

金の移動があればこれをあわせて、簡単なことですので、情報提供していただければと思います

けれども、その点どうでしょうかということであります。それと、謝金の関係ですがいわゆる通

常の感覚によってというニュアンスでお答えいただきましたけれども、なんかちょっとあいまい

だなという気がします。なんらかの多分基準で運用しとられるんじゃないかと思いますけれども、

そのあたりについてもう少しくわしくお聞かせ願えたらと思います。 

○議長（橋井 満義君） 村長。  

○村長（石  操君） 基金の関係、出納室が管理しておりますので、基金の動きは出納室長の方

から返事をしますけれども、基本的にこれまで基金は財政調整基金 だけを出したり、入れたりし

て財政運営をしておるだけでしたので、年間の基金の動きはあまりなかった。その他のほかの目

的基金の動きはあまりなかったということであります。 

で、特定の目的基金を増やす、減らすという時には当然議会の議決になりますので、それはそ

れなりのことで理解がしていただけたというふうに思っております。ただ、この近年の、とくに

昨年はふるさと納税が非常によそ以上に入ったということでありまして、これをどうやっていく

のかということでありますと、年度中途で入れるのかということでありますで、それは予算に従

って入れていくということになりますので、その時にはお示しが当然できますし、ふるさと納税

が今現金で何ぼもっちょうのかということはあろうかと思いますけれども、それは一般会計の中

に入っておるだけで基金に積み立てておるわけ、入ってきてすぐ積み立てるものではありません

ので、期ごとの議会の承認をいただきながらふるさと納税の基金を増やすということになります

ので、それはその議会の都度おわかりいただける説明ができると思っております。そんなところ
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ですね。前田室長補足があれば。 

○議長（橋井 満義君） 前田出納室長。 

○会計管理者（前田 昇） ご質問にお答えいたします。村長の答弁とだぶる面があるかと思いま

す。出納室が基金を管理しますのは、いわば定期預金にして、通帳現金を管理するという立場で

その基金をどうするとか、どう使うかというのは基本的には財政の指示でやっているということ

が実態であります。先ほど村長も申しましたように、通常基金は一年間の、まあ現在ですね、あ

ります基金は一年間の定期預金にしておりまして、たとえば 3月末の満期になる際にですね、年

度がわりで一時期、5 月までにお金の運用がむずかしいぞという時になりますと、場合によって

は総務課との相談でいったん普通預金に、基金の一部を普通預金に移してそれを当面の運用に使

うという場合はあります。ただ、それはいわゆる予算上の措置でありませんで、お金が、収入が

入らない場合とか年度末のやりくりの問題でして、基本的には予算で結果一般会計等から年度末

に基金に繰入れる、あるいは崩すそういった場合についてのみ実際には基金が動いているという

ふうな状態ですので、年度中途はほとんど定期預金にしたまま管理をしているというのが実態で

ありますので、あまり年度中途で動かすということはないということでご理解をいただいたらと

思います。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 村長。 

○村長（石  操君） 報償費の件ですけれども、不明確でないかということはありますが特に著

名な講師さんやそれなりの組み立てをしていただく方を呼ぶ時には、向こうの相場がありますの

で、なかなかこっちでこれでどうでしょうかということでは、成立しないと、あの人がいいので、

あの人はなんぼでしょうかという相場があってですね、これくらいで準備して下さいという話が

向うからありますので、これだけしかありませんのでこれであなたやっていただけますかという

と、それは講師さんが限定的になってしまうということですので、なかなか決めづらい部分は持

っておるというのが実態で、でも井藤議員の言われる一定の基準みたいなものはあってもいいで

はないかということがありますけれども、それは前提としては考えていかなければならないなと

いうふうには思いますけれども、報償費の性格というのはやっぱりそういう多少あいまいなとこ

ろ、表現は悪いですけれども、多少あいまいなところがあるというのが報償費の表現だと、節の

設定の仕方だというふうに思います。ご理解いただきたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。 

○議員（8 番 井藤 稔君） わかりました。ありがとうございます。あの、村長おっしゃいます
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ように、やはり一定の基準がありましてね。それでもって運用の部分で柔軟な運用をしていかな

いけんというのが多分にあると思います。特に講師謝金なんかについてはですね、ですから、お

っしゃるとおりだと思いますけれども、やっぱり前提はある程度の基準があった方がいいんじゃ

ないかということでちょっと申し上げたようなことであります。それと先ほど言いましたいわゆ

る勤務評価に基づく傾斜加算の関係ですけど、これずいぶん前から各議員がいろいろ質問さして

いただいとって、でまあこういう形で出てなかなか難しい部分あるかも知れませんけれども、や

はり組織の活性化に確実に結びついてくるということはあろうかと思いますので、その点につい

て具体的に本当に進んどるかどうか、そのあたりについて最後お聞かせ願えたらと思います。 

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田 直人君） 人事評価については、各課で一次の課長の査定をして、評価をして

それから村長評価ということで行っておりまして、今年度勤勉ということでその辺ができるよう

に今進めているところですので、ご理解いただきたいというぐあいに思います。 

○議長（橋井 満義君） ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋井 満義君） ほかにないようですので質疑を終わります。 

ここで暫時休憩に入ります。再開は 10時 55分より再開をいたします。 

午前 10時 44分 休憩 

                                                            

午前 10時 55分 再開 

─────────────・───・───────────── 

日程第 2 議案第 34号  

○議長（橋井 満義君） 再開いたします。 

休憩前に引き続き議案質疑を行います。 

日程第 2、議案第 34 号平成 28 年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計補正

予算（第 1回）についてを議題とします。これから質疑を行いますが、質疑については歳入歳出

一括で行います。質疑はありませんか。 

はい、江田議員。 

○議員（6番 江田 加代君） 6番、江田です。5ページの電算処理業務委託料について伺います。

これは新しいシステムの導入と、今の現行システムの改修ということの説明を受けました。それ
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で、これ今の時期予算が上がっているということは、かなり国保の広域化に向けての動きが具体

化したのかなって思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 江田議員のご質問にお答えいたします。こちらの電算処理業務

委託料につきましては、平成 30 年度の国保の県一本化に向けたシステム改修でございます。そ

れで、だいぶ進んだのかということなんですが、現状といたしましてはここのシステム改修は、

市町村のデーターを県へまず送るという、また基礎データーの提供というシステム改修でござい

ます。 

ですので、各市町村からのデーターを県に集約して、そこでこれから保険料の算定なんかをし

ていくという状況ですので、まだまだ、あの 30年度に向けて保険料が決定するとかいう段階では

ありませんで、これからその辺の試算がされていくという状況になっております。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 村長。 

○村長（石  操君） きのう西部町村会がございまして、その中で県に対する要望ということで

30年度からの予定されております都道府県化について、まったく議論が進んでないということで

あります。とくに、標準保険料を定めていくということでは、部会を設定してやるということで

すけれども、その部会さえもどうも開かれておらんというのが実態のようですので、なんといい

ますか、最後に駆け込みのような標準保険料を設定をして、市町村に保険料を集めて来いという

ような姿勢では、こっちはなかなか対応をしきれんよということを県の町村会の要望にして、鳥

取県にぶつけていただくように、わが村からの要望として担当課が出しておりましたので、その

ように動きをしていきたいと、今のまんまでは切羽詰まってから住民の皆さんに説明をして、保

険料を徴収するというようなことは決してあってはならないというふうに思っておりますので、

そのような動きをしておるということを申し添えておきます。以上です。 

○議長（橋井 満義君） ほかありませんか。 

山路議員。 

○議員（7 番 山路 有君） 7 番、山路です。先ほど同僚議員からあった電算処理業務委託料 54

万 6,000円ということで、少しわたしの方もこのことに関して質問したいと思います。今同僚議

員の質問で、この課長の答弁で内容については分かったところです。いよいよ、平成 30 年国保

一本化に向けて、こうした予算化がなされる時期になってきたかなというふうに思っております。

ただ、あと 28 年ですので、来年はもちろん 29 年になってですね。その次は 30 年になるわけで
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すね。ということは 1年ちょっとで国保一本化ということで、ちょこちょこ村民の方からも保険

税がどげんなぁだらかというような話は聞くですけれども、このあたりの国保県一本化に対して

の村民への啓発、いうですか、こういうことは今後どのように考えられて、もちろん事務的なこ

とはされると思うんですけれども、村民の方もある程度わかっている方は安んなることはないで

しょうから上がるんでしょうなという言い方です。ただ、高くなるのも今日吉津村では 1人あた

り 4万ぐらい税金でみとってなんていうようなちょっとおおざっぱな話はしますけれど、そのあ

たりの啓発活動なんていうのはどうされますか。それが 1点と。あともう一点がてすね、同じく

5 ベージにですね、診療報酬 786 万 8,000 円があがっておりますけれども、最近こういう数字を

見てもあまり驚かんようになりまして、良くないことだなと思うんですけれども、さきごろ 6月

定例会でも、県下でのこのワースト 1だとかワースト 2とかいうような、血糖値が県下でもっと

も悪いとかいろいろな数値が出たんですけれども、この辺についての今回も 700なにがしかの補

正額があがってますので、この辺の 28 年度現状でのどういう取り組みをやっておられるのか、

やって行こうとしているのか。今ひとつは血管年齢なんていうのもいいきっかけになるなと思っ

ておりますけれども、具体的にどう考えられているのかと、後もう一点があわせてご当地体操、

これもですね、いい健康づくりに繋がるなと思っているんですけれども、このあたりの進ちょく

状況、お伺いしたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 山路議員のご質問にお答えいたします。まず、平成 30 年度に

向けた県一本化に対する村民への啓発活動ということでございますが、さきほど一般会計の方の

議案質疑の方でも若干ふれましたけれども、これから 11 月から各自治会へ出向いて町の保健室

という事業を展開していきます。その中の一コマとして、国保制度の改正についてのご説明をさ

せていただこうというふうに思っております。あわせて、正月から始まります行政懇談会の方で

も、その辺のあたりの説明はしていきたいというふうには思っております。 

それと保険料のことなんですが、まだ先ほどもご説明しましたとおり、決まっていないという

のが、方向性すら決まっていないというのが実態であります。ただ、やり方としましては県の標

準保険料率というものが定められます。それによって今度は市町村が市町村の保険料率を定める

というやり方になっております。そこである程度率としては上がるかも知れませんけれども、激

変緩和措置というのがかまされますので、急激な上昇は保険税の上昇はないと、なくさないとい

けないというふうに考えております。まだそれが最終的にはどこのラインになるかがちょっとわ
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かっていないので、具体的なことは言えませんけれども、そういう措置をかませながら組んでい

くというつもりでおります。 

それから県下で医療費が高いということでどのような取組みでやっていくかということです。

これも先ほどの町の保健室の中で春先に出しました健康課題のカラー刷りのパンフレット、ああ

いう実態がございますので、その辺の日吉津村の健康課題をご説明させていただきながらどうい

った対策がとれるか、皆さんがどういった健康に対する意識を持っていただけるかというような

ことを説明しながらお願いして回りたいというふうに考えております。まああのなぜ高いかとい

うことでちょっと分析をしてみましたところ、やはり高額該当の方が結構いらっしゃいます。そ

れは主に入院の方が多くてですね、3 ヵ月の統計を取って見ますと 3 ヵ月連続で高額該当という

方が 20名近くいらっしゃるということで、このあたりが原因になっているのかなというふうには

分析はしているところでございます。 

それからご当地体操ということで当初予算にも掲げて取組みを進めております。まだちょっと

具体的な体操のこんな動きというのはないんですが、先日わたしご当地体操の研修会に行ってま

いりまして、県下でもかなりの市町村が、オリジナルの体操を作っていろんな場面で取り組まれ

ている姿を拝見しました。そのような形で社協と連携してという当初のやり方が、一応考えてお

りますので具体的にペースとしては遅くなっておりますけれども、進めてまいりたいというふう

には考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（橋井 満義君） 山路議員。 

○議員（7 番 山路 有君） 7 番、山路です。まああの、小原課長、前課長がどうかということ

は言うわけではないですけれども、たいへん積極的に健康づくりに取り組んでもらってこうして

スポーツ大会も課長の方、積極的に出ていただているということで非常に健康取り組みには、積

極的に取り組んでおられるということで、わたし自身も応援していきたいなというふうには思っ

ております。でですね、町の保健室ということで多分 7 自治会に 10 月ごろより出て行かれえじ

ゃないかなと思うんです。これもですね、ふたを開けたら 6人しか来ていなかったと、自治会に

ね。今わたしが一番まあ、これはアドバイスとしてですね、どこの自治会でもできたらこの問題

と、ごみの問題ぐらいをいっしょにかませてやられると参加者は多いのかなと、非常に分別とか

いつもわたしも聞かれるところであって、そういうやり方もあるかなというふうには思っており

ますので、ぜひ住民課長もうなづいておられますので、そのとおりだというような顔をしておら

れますので、ぜひそういう取り組みをしてほしいというふうに思っております。 



33 

 

国保にわたしも携わっている人間としてですね、ぜひ多くの方にこういう町の保健室とかそう

いう取り組みにはね、参加していただいて現実を知ってもらうことが大事じゃないかなと思って

ますので、答弁いりません。よろしくお願いしたいと思います。 

それとですね、ご当地体操はどうも動きがないなとわたしも思って見てます。なんとかこれも

やれるべきでないかなというふうに思っております。あとですね、一つお聞きしたいのが、先般

出た血糖値が県下でワースト 1とか、なにがワースト 2とかという一枚ものがでておる。カラー

でね。あれは実質、何項目あったんですか。なぜこういうことを聞くかと言いますと、福祉保健

課なりでちょっと頑張ってやらないけんぜということを言いますと、福祉保健課では山路さんた

しか 60項目ぐらいの二つぐらいなんで、あとはいいですから、そんなに心配されなくてもいいで

すからというような、そうすると村長の見解わたしなんだろうと、えらい心配しちょうのに肝心

な、村長、福祉保健課まあ山路さんそう心配しならんでもええけんというやな言い方をされると、

これだけ医療費がね、4 億の世界までね、歳入歳出が上がろうという時にですね、それはないじ

ゃないのということを思うんですけども、何項目あって、意識、福祉保健課長、課としてのその

辺の意識はどう思っているのかというのをひとつお聞きしたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 山路議員のご質問にお答えします。何項目かというご質問です

けれども、先ほど山路議員の方から 60 項目ぐらいということで、［「聞いたです」と呼ぶものあ

り］ということでわたしも今ちょっとはっきり数字を把握しておりませんけれども、そのぐらい

ではないかなというふうに思っております。 

それと福祉保健課内でのということで、安心して下さいというような言葉が出たということな

んですけれども、まったくそういうことは思っておりませんで、やはり高い数値に対してはどう

していくかということは真剣に取り組んでいかなければいけないというふうに考えておりますの

で、ご理解をお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（橋井 満義君） 山路議員。 

○議員（7 番 山路 有君） 最後になりますけれども、またこの件については来週の一般質問で

も少ししたいなと思っておりますけれども、やっぱり福祉保健課に限らず国保の運営協議会に関

わっている人間としても村全体でですね、医療費なり健康づくりの問題は取り組んでいかなけれ

ば、非常に財政をある面では脅かす一部分だと思ってますので、少し緊張感を持って取り組んで

いきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。以上、答弁いりません。 
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○議長（橋井 満義君） ほかにありませんか。 

三島議員。 

○議員（5番 三島 尋子君） 5番、三島です。5ページをお願いします。先ほども出ていました

けれども、医療費のことですけれども、地方創生で健康寿命ということが取り組みをされており

ます。それの昨年度の評価は未実施ということがありました。決して事業を進めているわけでは

なくて、その評価がまだできないということだったと思いますけれども、ここの絡みともあると

思います。単独で各課というか担当が進めるんではなくて、やっぱり先ほどもありましたように

いっしょに考えていくということが大事なことだと思うんですけれども、その点で国保に対する

医療費の点でどういうふうにお考えになってますでしょうか。 

ということと、つぎ出産育児費の一時金ですけれども、これ今回 2件ということで計上されま

したが、当初に 4件で計 6件計上されたと思います。これには余裕があるんでしょうか。その時々

で対応していかれるか、それとも現在の社会情勢を考えて多少 1件なり 2件なりの余裕がみてあ

るかどうかということをお聞きいたします。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 三島議員のご質問にお答えいたします。まず 2番目の出産育児

一時金の方からご説明しますけれども、おっしゃいましたとおり当初が 4件ございます。それで

実績が 3件ありまして、すでに予定が 1件ということでここで 4件になります。それで一応年度

末まで組みますので、見込ますので、出せないということでは困りますので、あらたに 2件を計

上させていただいたということになっております。 

それから 1点目の医療費の評価ができてないということなんですけれども、まあ未実施という

ことではいけません。それで今ご存じのようにデーターヘルス計画というものの作成に向けてそ

の健康課題をみつけてそれから分析・対策をねっております。そこでの結果を住民の皆さんにお

伝えしながら全村をあげてですね、健康の取り組みを進めていきたいというふうに思っておると

ころです。 

やはりあの医療費なぜ高いかというのを分析しないと、高い高いというばっかりでは対策が見

い出せませんので、その高額が誰がいらっしゃるのかとか、どういう原因なのかとかそういうも

のもはっきりさせていきながら進めて行きたいというふうに思ってますのでご理解をいだきたい

と思います。以上です。 

○議長（橋井 満義君） はい、ほかありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（橋井 満義君） ほかにないようですので質疑を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

日程第 3 議案第 35号  

○議長（橋井 満義君） 日程第 3、議案第 35 号平成 28 年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事

業特別会計補正予算（第 2回）についてを議題といたします 

これから質疑を行います。質疑については歳入歳出一括で行います。質疑はありませんか。 

井藤議員。 

○議員（8 番 井藤 稔君） 一点だけお聞きしてみたいと思います。あの、この度汚泥処理施設

費の負担金ということで、構成町村ですか、の負担金が計上されていますけれども、これが移動

脱水者の修繕費ということなんですけれども、この移動脱水者というのはいままで修繕は結構あ

っているでしょうかということと、それからこれはだいたい何年車、何年に造ったもので耐用年

数というのはどれくらいあるんでしょうか。それでもし新たに更新することとなれば、この 2町

と 1 村で負担するということになるんでしょうか。そのあたり、今後の運用方針といいますか、

わかればちょっと説明していただけたらと思います。 

○議長（橋井 満義君） はい、建設産業課長。 

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 井藤議員の質問にお答えいたします。現在使用しています移動

脱水車につきましては、平成 19 年度事業で導入したものでありまして、現在約 9 年間稼働して

おります。以前のものは平成 3年ごろにして約 15、6年しておりますので、普通ですと耐用年数

というと 7 年と、機械がほぼですので、7 年とか、車の年数でありますけれども、まあメンテナ

ンス等繰り返して、長期間にわたってできるように考えております。また、修繕の方につきまし

ては昨年もありましたけども、造粒機の方が壊れたというふうなことがあってその都度点検をし

たり、修繕をしております。今回の修繕につきましては、エンジンの燃料噴射装置に故障があっ

たということでその部分を修繕さしてもらうものであります。 

つづきまして、構成市町村の部分で今後についてどういうふうに考えるかにつきましては、今

現在はどういうふうにということは、まだはっきりとした方向というものはないですけれども、

いろんな会議等でどのようにしていくかとか、安くできる方法では進めて行こうとは思っており

ますけれども、各市町村の考え、また日吉津村の考えも含めて安く維持管理ができるようにとい

うことで考えております。以上であります。 
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○議長（橋井 満義君） 井藤議員。 

○議員（8番 井藤 稔君） ちょっとお聞きしますけれども、平成 19年に買われた時といいます

か、この時はどういうあれですか。やはり構成 3町村で費用負担されたんでしょうか。そのあた

りをちょっとお聞きしたいと思います。それからその前が平成 3年ということで、さっきお話し

があったと思いますけれども、平成 3年が平成 19年までもったわけですね。そしたら 16年ぐら

いですか、差引したらね。やはりそれぐらいある程度もつように、もつことを期待されとるんか

ということをちょっとお聞きしたいと思います。 

それからこれ、買うとしたらだいたいどれくらいかかるものなんでしようか。 

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。 

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 前回した時、19年度購入した場合は各町村 3分の 1ずつという

ことで、均等割りということでしております。 

値段の方につきましては、ちょっとはっきりした額は覚えておりませんけれども、約 1億円弱

だったと思っております。それからとくにメンテナンスの方につきましては、定期点検並びにそ

ういう部分で早め早めの点検とかそういうもので、とにかくメンテナンスという、後脱水という

ものは、ずっと投げて置くわけにはいきませんのでとにかくこういう部分につきましては、維持

管理をしながら少しでも長くもつようにということで日々考えております。以上です。 

購入につきましては、補助金が 2分の 1だったと思いますが、入っておりますのでよろしくお

願いいたします。以上であります。 

○議長（橋井 満義君） はい、井藤議員。 

○議員（8 番 井藤 稔君） 先般も申し上げたことがあるも知れませんけれども、やはり、この

汚泥処理、それがまた肥料になるんですよね。活かされるということで、なかなかいいかたちで

の運用じゃないかと思いますので、ひとつこれがうまくいきますようによろしくお願いしたいと

思います。以上。 

○議長（橋井 満義君） はい、ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（橋井 満義君） ほかにないようですので、質疑を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第 4 議案第 36号 から 日程第 7 議案第 39号 

○議長（橋井 満義君） 日程第 4、議案第 36 号平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計歳入
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歳出決算の認定について、日程第 5、議案第 37 号平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保

険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第 6、議案第 38 号平成 27 年度鳥取県西

伯郡日吉津村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第 7、議案第 39号平成

27年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、これより日

程第第 4議案第 36 号から日程第 7、議案第 39号までの 4議案については、決算の認定について

の議題でありますので、各議案につきましては質疑終了後議員全員で構成する決算審査特別委員

会を設置し審査を付託いたしたいと思いますので、総括的基本的な質疑までに止めていただきま

すようお願いをいたします。 

それでは日程第 4、議案第 36 号平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計歳入歳出決算の認

定についてを議題といたします。 

質疑については歳入歳出一括で行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（橋井 満義君） 質疑がないようですので質疑を終わります。 

日程第 5、議案第 37 号平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村国民健康保険事業勘定特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。質疑は歳入歳出一括で行います。質疑はありませ

んか。 

江田議員。 

○議員（6 番 江田 加代君） 6 番、江田です。27 年度の決算書を見せていただきました。全体

の費用の構成比率を目を通しましたら、国保税、国庫支出金、県支出金、前期高齢者交付金など

がすべてのところで構成比率は落ちておりました。下がっておりました。で、大きな 27 年度か

らの特徴が共同事業の交付金というところにあるわけですけれども、支出の部分では共同事業拠

出金が 4,000万から 8,100万になっておりました。それでこの共同事業交付金については、医療

費の 30 万円以上の高額の者に対しての今まで出ておった交付金を全額に落したということで、

非常にこの金額の大きな変化がありました。それでここに大きな特徴があるなと思ったんですけ

れども、一般会計からの繰入金は伸びていますし、ルール分もルール外の分も増えておりました。

このあたりで大きいなと思うのがやっぱり共同事業の交付金だと思うんですけれども、これの日

吉津村が拠出した以上、1,000 万くらいを超える交付金が下りておりますけれども、この算定方

法というのを質問したいと思います。 

○議長（橋井 満義君） これはすぐ答弁できますか。その辺のまあ、すぐ答弁できる、できない
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のうんぬんもあるかと思いますが、決算審査の委員会、まあ付託するということもありますので、

その辺で村長お答えいただけますか。 

はい、村長。 

○村長（石 操君） あの、共同事業交付金は、医療費を土台に全国でやりますので、なかなか決

めがたいのではないかとぼくは思っていますけれども、まああの交付金にしても拠出金にしても

全国の土台の中で、医療給付費の土台の中でやりますので、非常に個別の数字を出していくとい

うのは難しいのではないかというふうには思っております。ただ、結論がもう出ていますので実

績としては出ておるでしょうけれども、今この場でお示しできませんので、非常に申し訳ないで

すけれども、もし許されるなら、決算審査の特別委員会の中でお答えを最大限のできる範囲のお

答えをさしていただくということと、お許しが得られないということなら休憩をいただいて、ち

ょっと検討をする時間をいただきたいというふうに思います 

○議長（橋井 満義君）  はい、江田議員。 

○議員（6 番 江田 加代君） ありがとうございました。わたしちょっと勘違いをしておりまし

た。今ご答弁を聞いて、この共同事業というのは鳥取県内で共同でするのかなあと思っておりま

したので、その全国の規模でするんでなくて、鳥取県規模の各保険者が共同して支え合うという

ふうに認識しておりましたので、日吉津あたりはもしかしたら拠出金ほど入ってこないのかなと

思ってたんですけれども、拠出金をかなりオーバーしたものが入ってきたのでこれはどういうふ

うな算定方法になっているのかなと思ったわけですので、またあとでくわしく教えて下さい。 

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小原 義人君） 江田議員のご質問にお答えします。大きなところでしかちょっ

とお答えできませんけれども、江田議員さんのおっしゃりますように、これ県の、県の中で医療

費をあわせてそれをまた各市町村に分配するという制度でございます。おっしゃいますように、

今までは 30 万円以上のレセプトに関して、それだけを対象としていくらかかったか、それを集

めて多いところには分配するというやり方だったのが、昨年度からはすべてのレセプトに関して、

一応出して、それを集計した中で保険者の支援にまた帰ってくるというやり方に変わっておりま

す。ですから、金額としては出入りが多くなったというのはそこが原因であります。なので、う

ちの場合なんかは、規模が小さい保健者が、医療費が高いとやはりその分だけはたくさん、すべ

てのレセプトが対象になりますから多く入ってくるという、うちにとってはありがたい制度かな

というふうに考えております。 
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もうちょっとくわしい数字とか、やり方につきましては決算審査の特別委員会の中でお答えを

させていただきますのでご理解をいただきたいと思います。 

○議長（橋井 満義君） はい、ほかありませんか。 

他にないようですので質疑を終わります。 

つぎ、日程第 6、議案第 38 号平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。質疑は歳入歳出一括で行います。質疑はありませ

んか。 

［質疑なし］ 

○議長（橋井 満義君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

  つぎ日程第 7、議案第 39 号、平成 27 年度鳥取県西伯郡日吉津村公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。質疑は歳入歳出一括で行います。 

質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（橋井 満義君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

お諮りいたします。この際議案第 36号から議案第 39号までの議案 4件については、議員全員

で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託し会期中の審査に付することにしたいと思

います。 

これにご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶものあり］ 

○議長（橋井 満義君） 異議なしと認めます。したがって議案第 36号から議案第 39号まで、決

算審査特別委員会を設置し、これに付託し、会期中の審査とすることに決定をいたしました。た

だいま設置されました決算審査特別委員会の委員長に松本二三子議員、副委員長に加藤修議員を

指名をしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶものあり］ 

○議長（橋井 満義君） 異議なしと認めます。したがって決算審査特別委員会の委員長は松

本二三子議員、副委員長は加藤修議員に決定をいたしました。 

松本決算審査特別委員長には、4 会計の決算認定について会期中に審査をしていただくようお

願いをいたします。なお審査結果を、来年度の予算編成に反映させるため大切と考えますので、

よろしくお願いをいたします。 
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─────────────・───・───────────── 

   日程第 8 議案第 40号 

○議長（橋井 満義君） 日程第 8、議案第 40号日吉津村教育委員会委員の選任についてを議題と

いたします。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（橋井 満義君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

○議長（橋井 満義君） 以上で本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

なお次回の本会議は、9月 13日火曜日午前 9時より一般質問を行いますので、議場へ参集をお

願いいたします。本日はこれをもって散会をいたします。ご苦労様でした。 

 

午前 10時 30分 散会 


